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は じめ に

　 小 児気管支喘息 似 後喘息泥）の 皮膚 テ ス トや IgE
RAST に よ る 抗 原検索 で は ，グ ニが80−90％に 陽性 で

あ り，
ア レ ル ゲ ソ として ダ ニ は 最も重要 とい え る

1）．抗

原性 の 強 い ダ ニ e．，De ・
’
i・vat・PJmg・燃 姻 肥 似 後

D．f） とDet’nmtophagoidas 　Pteronyssl／nus （以 後 D．p）
な どの ヒ ョ ウ t ダ ＝ 属と い わ れ

2 ／

，それ らの ダ ニ抽出

液 に よ る抗原吸入誘発テ ス ト などで 臨床的に も症状の

発現 が 確認 され て い る
3 ）1）．

　実際 ， 喘息児と ダ ニの 相関が強い こ とは ，日常生 活

の 面か ら も検討 が 必 要 と な る．喘息児は 大半 を家庭 内

で 生活 して い るの で，家庭内 の ダ ニ の 生態が重要 とな

る が，本 邦 で は ，喘息児の 家屋 に 関連 し た ダ ニ の 報告

は 少 ない
5）6］．ま た，欧米 とは 気候，家屋 の 建築様式，

住宅事情な ど が 異 な っ て い る こ とか ら，本邦 に お け る

喘息児の 家庭 内 の ダ ニ 分布な どを 明 ら か に す る こ と

が ，ダ ニ 抗原陽性喘 息児の 発作防止や ダ ニ の 感作予防

に 役 立つ と考えられ る．

　そ こ で ，筆者ら は，喘息児の 家屋 の 床，押 入 れ ， 寝

具，家具，玩具な どの ダ ＝ の 分布 を家庭訪問な どに よ

り調査 し た．

対象と方法

　1．調査対象 ， 採集方法

　対象 は，東京都内 に在住 す る 都立 母 子保健駐小児科

と国立小児病院 ア レ ル ギ ー科 に 外来通院 中の 喘息児の

Abbreviation8：　RAST 　radioallergosorbent 　 test；
D・f　Dennato ρ加 goides　fan

’
nae ； D，P 　∠）ermato ．

ρ1聖 oi ゴes　steronJssintts

30家屋 で あ る．対象児 （1 −12歳〉は 表 ］ に 示 し た よ う

に 、み な HD ま た は ダ ニに lgE　RAST 陽性 の 患児で あ

る．

　 家量璽 （床塵） の 採集 は，表 1 に 示 した よ うに 18家
屋 （No．1−18）に つ い て は ，医師 と看護婦 が 家庭訪闘

し．紙．パ
ソ ク 付 の 電気掃除機 （東芝 VC606 ）で 床 坩 ／

ズ ル を用 い ，各 部 屋 ご と に 床塵を 採集 した．他の 12家
屋 丸No ．19−30）の 家屋塵 に つ い て は，家族 が 電気掃除

機で 家屋 の 床塵 を 2 日間連続採集 し持参 した もの で あ

る．

　寝 具 （フ トン ，マ
ツ ト）， 押入 れ， ソ フ ァ

ー，イ ス ，
ぬ い ぐる み などは，家庭訪問の 際に 紙 パ

ッ ク 付の 電気

掃除機で 集塵 した．な お ，ぬ い ぐ る み 1・C つ い て は，入

院喘息児 の 5 件を加 え た．寝具，押入れ の 集塵は 床用

ノ ス ・レ で 1
ソ フ 7

−
t イ ス ，ぬ い ぐる 9 は直接ホ

ー
ス

ロ か らお こ な っ た．

　 2．分離方法

　塵か らの ダ ニの分離法は，図 1に 示 した よ うに グ リ

セ リ ン 飽和 食塩水法 （Dar1｛ng 液 ， 比重1．2）に 大内，
宮本 ら が遠心 法を組 み 入 れ改良 し た 方法 を もち い た．

　採集 した 塵 を 14　」 ッ シ ュ（径1、1mm ）と200メ ッ シ ュ

（径0． 74mm ） の フ ル イ を重 ね た 上 の フ ル イ に ，鉛 玉

（0、9gr） 5個 と ともに 入 れ，振盪器 （ヤ v ト科学 SA．

31）で 15分間 MOcycle／分 （目盛 6）で振盪 した ．そ し

て ．200メ ッ シ ュ上 に 残 っ た 細塵O．5gr（少な い と きは

全量）をと り，1 ヲ6中性洗剤 2mlを 加え撹拌 し，さ らに ，
比 重 L2 の Darling氏液50ml を加 え 5 分間撹拌 した ．
こ れを遠心 管 に 入 れ260× g／分 ： 5 分間遠 沈 し，上 清

部に 浮遊 し た ダ ニ を ブ フ ナ
ー
漏斗で ろ 紙上 に 展開 し，

実体顕微鏡下 （50−8Gig）で ダ ニ を算定 し た．採取 した

タ ニ は ガ ム ク ロ ラ
ー

ル 液 で ス ラ イ ドグ ラ ス に封入 固定

し，各家屋 に つ い て 50−100匹を顕微鏡で 拡大（100−200
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表 1　 対象児の 検査成績 と調査内容

455

igE　RAST
（score ）

調査内容 （家 庭訪 問） IgE　RAST
（  （冫re ）

調査内容

N   ．名前 性 年
IgE　RIST
　 （u ）

No ．名前 蛙 年
1言ERZST
　 （u ＞

HDDP
床 塵

。 屋 勝
寝具 押入

幽
！ 7 ア

ー
、．でス

ぬ い ぐ

るみ HDD ．P　 1

家屋 の

床 塵

1LY ．男 8 孟60◎ 34oo …
：

19T ．A ．女 7210034o

2H ．Y 、男 11220034oo 200 ，T ，男 827003 哩 o
一
3M ．H ．男 3108034oQ o 21S ．N ．女 42GOO340

一
4F ．K ，男 827  03 　i　 3

　 ；
o0 22T ．R ．男 4130034o

5H ．T ．男 82600314oo 23K 、T ．男 7 且oo340

6N ．T ，男 5110024oo l　 D
二

24F ．T ．男 5320034o

7A ．T ，男 4170034ooo
」
　 o 25T ．N ．男 53G834o

8D ．T ，男 586034o0o O26Y ．A ．女 ｛526GO3i4Q

91M ．K ，男 s67024oQo 27S 、Y 、蚓 39623 ξ o

　 110
「K ・M ・男 635034o1 　 ⊂」 o 28K ．H ．女 729834o

11H ．A 男 3510034o 　loo （：1o290 ，K ．男 4i　 59034 　1o

12J ．R ．男 4149o2oG o ○ 30M 、K ．i男　 　 110
　 120034 　 i　 o

13 斑 ．｝｛．男 34803o0o

14W ，A ．男 1222GO3 戞 QooG

150 ，E ．女 59403 弓 0o

16．S ，K ．男 2200   34oo o

17 王．K ．男 146003oo oo

18M ．C ，女 338034Oo0o

．掲除 殻
Cツ ク付 1

　 　 　 　 　 　 　 　
丶
床 用 ノズ ル

：1鰍

5．還 心

 
一 一

　　　 丶
fi・馴 ノ

瑠

メ ッ シ ュ （径11剛
7・実態 顕飆

00メ ッ シ ュ （径 O．07  ）　　　 ／ ろ 紙 上 の ダニ

　　　　　　　　翻 ・ ・ の 鞍

　振 と う器

Gl黯 1

吻 　 1ダ ・ 鱗 取 ・齪

　 　 　 　 　 　 8、顕 鐓鏡

4・聨
／ 踟脇 計

勘
’

髣携 蜘
1

オ・ 。 蜩
Dar ［ing液5eml（比 垂 1．2）　　ノ

図 1．ダ ニ の 採 集 ・検 査 法．

凹
聲 絋 大 し同 定

倍）し て 同定 し，ダ ニの 比率 を算出 した．

結 果

　1．家屋塵中 の ダ ニ の 種 類

　家屋塵 （床塵）か ら検出され た ダ ＝ の 種類 は ，図 2

に 示 し た ヤ ケ ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ の ．Pteronyssinlls），コ ナ

ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ （D．彦ガ膨 ），サ サ ラ ダ ニ類， ツ メ ダ ニ

類，コ ナ ダ ニ 類，ホ コ リ ダ ニ 類 な どが お もな もの で ，

家ダ ニ ， ハ ダ ニ ， ワ ク モ な ど 10種類以 上 に お よ ん だ 。

　2．家屋塵と ダ ニ 相

　家屋塵 （床塵）0．5g 当 りの ダニ数を，ダ ニ の 多 い 家

屋 の 願 に な らべ ，ダ ニ 相 と家屋 の 特徴 を検討 した 結 果

は 図 3 に 示 し た．細塵O．5g 当 りの ダ ニ は ，最高1124匹

か ら最低42匹 で あ り， 全家屋か ら ダ ニ が検出 され，平

均 393匹 で あ っ た ．しか し，病院 の 床 か らは ダ ニ は 4 匹

と少な か つ た ．

　ダ ニ 相に つ い て は ，ヤ ケ ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ （D ．p）が38％

で 第 1 優占種 で あ り，
コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ （D．f）は 28％
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ヤケ ヒ ョ ウ ヒダニ

‘0 ．ρteronyssinu3 丿

♀
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コ ナ ヒ ョ ウヒダニ

　（D．f∂rinae 丿

♀

ササ ラダニ

コ ナ ダ ニ

ツ メダニ

ホ コ リダ ニ

6 3
図 2 ．家屋塵中 の ダ ニ ，

で 第 2 優占種で ，
こ の 2種 で 66％を 占め た．サ サ ラ ダ

ニ 類 は 9．1％ で 第 3優占種 で あ っ た．家屋別 の 第 1優占

種 に つ い て は，図 3中の ダ ニ 相に ア ン ダーラ イ ソ で 示

した よ うに ，ヤ ケ ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ （D．p）が20軒中 11軒，

コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ （D ．f）は 8軒 ，
サ サ ラ ダ ニ は 1軒で

あ っ た．

　部屋 の 広さ と床材に つ い て は
，

ダ ニ の 多い 上位 10家

屋 で は 斜線 で 示 した カ
ーペ

ッ トの あ る家屋が 7軒あ っ

た が ，下位 10家屋 で は 3軒 と 少 な か っ た ．

　建築様式に つ い て は，木造， コ ン ク リ
ー

トに ダ ニ数

の 有意の 差 は み られなか っ た ．建築年数 に つ い て は，

最もダ ニ の 多い 2 家屋は ともに 50年以上 の 古い 家屋で

あ っ た ．

　 3．カ
ーペ

ッ トの 有無 と ダ ニ 数

　家屋塵 0。5g 当りの ダ ニ 数を，カ
ーペ

ッ トの 有無 に つ

い て 検討 した 結果 は 図 4 に 示 した．カ
ーペ

ッ トの あ る

家屋は，最高 1480匹／0．5g の ダ ニ が検出され，平均 658

匹 で ，カ
ー

ペ
ッ トの 無い 家屋は 平均206匹 で あ っ た．

カ
ーペ

ッ ト の あ る家屋 は
， 無 い 家屋に 比 べ 約3，3倍 と ダ

ニ が多く，両群間に 有意差がみ られた （p ＜ O．05）．

　4．家屋の建築年数 と ダ ニ 数

　家屋塵 0．5g 当 りの ダ ニ 数 を ， 築 1　
−10年 の 新 し い 家

屋 と築 11年以上 の 古 い 家屋 に つ い て 検討 した 結果 は 図

5 に 示 し た．築 1 −10年 の 家屋の ダ ニ 数は 平均283匹で

あ り， ee11年 以上 の 家屋 は 平均 605匹 で ， 築11年以上 の

古 い 家屋 に 有意に ダ ニ が多か っ た （pく 0．05）．

　5．床材 と ダ ニ 数　　　　　、

　床材 は，  カ
ーペ

ッ ト （じゅ うた ん ），   タ タ ミ，

  板の 間（プ ラ ス チ ッ 久 ビ ニ ール ）の 3群 に 分け て，

1畳当 た りの ダ ニ 数を検討し た結果 は 図 6 に 示 し た．・
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一
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図 3 ．ダ ニ 数 と 家屋．

ダ ニ 数 （ノ0．59＞

15eQ

1000

590

o
カ ーペ

ツ ト（有）　カ
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ツ ト（無 ）

　 658± 402　　　　　　　206圭 153

　　 L
ρく 脳
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図 4、家 屋 塵 の ダ ニ 数 と カ ーペ
ッ トの 有 無．

ダニ 数（／O、59）
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図 5 ，家 屋 塵 の ダ ニ 数 と 家 屋 の 新 1日．
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カ
ーペ ツ ｝

じ ゅ う たん

4181565　118 土 「15

　 　 　 　 ρ＜ O．05

タ タ ミ 　板 　ビ ニ
ー

ル

　 　 　 ブ ラ ス チ ッ ク

　 　 　 　 27＋ 22

図 6．　床材 と ダ ニ 数，
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458 喘息児 の 家庭内環麌と ”
’
　一＝

1

カ ーペ
ッ トは 最高 2100匹 であ り1 半 均 418匹 と ダ ニ が 多

か っ た．ダ ニ の 多 い 上 位 3 家屋 は ，カ
ーペ

ッ トの 材質

が純毛や混紡で あり，カ
ーペ ッ ト を敷い た 部屋 1よ 日 当

り が悪 い の が 共通 し て い た，タ タ ミの 部屋 は ， 1 畳 当

りの ダ ニ数 は 118匹 で あ っ た ．しか し．タ タ ミの 部屋で

も コ ソ ク リ
ー

ト住 宅 の 1軒 だ け 489匹 と fi
’
　．＝ が 多 く，こ

の 家屋 は 日 当 りが悪 く，コ ナ ダ ニ が62％を占め て い た ．

板 の 間 （プ ラ ス チ ッ ク， ビ ニ
ー

ル ） の ダ ＝ 数は ，平 均

27匹 と少な か っ た．

　 6．寝具．拝 入 れ の ダ ニ 数

　寝具 の ダ ニ 数は ，敷 ブ ト ン 2枚 の 調査 で は 患 児 と母

親の もの で ，マ
ソ トは 患児 の も の を 調 べ た． 1枚当 り

上面 だけ の 平均 ダ ； 数を検討 し た 結果 は 表 2 に 示 し

た ．敷ブ ト ン と マ
ソ トの 調査（No ．1−6）で は

， 最高638

匹，最低48匹 で あ り，患 児の 敷 ブ ト ン だ けの 調査（No ．

7−12）で も636−30匹 の ダ ニ が検 出 さ れ た．フ ト ン
』
．マ ツ

表 2　寝具の ダニ数

NQ ． 寝 具 （上 面の み ）
1 枚 （上 面の み ）
平均 ダ ニ 数

1 敷フ トン 　2放 マ ッ ト　 1枚 638

2 敷 フ ト ン 　 2 マ ット　 1 406

3 敷 フ ト ン 　 2 マ ッ ト　 1 232

4 敷 フ ト ン 　 2 マ ッ ト　 1 142

5 敷 フ トソ 　 2 マ
ッ ト　 1 9⊥

6 敷 フ ト ア 　 2 マ
ッ ト　 1 48

7 敷 フ ト ン 　 1 636

8 敷 フ ト ン 　 1 306
9 敷 フ ト ン 　 2 監42

10 敷 フ ト ン 　 2 94
11 敷 フ ト ン 　 2 86

12 敷 フ ト ン 　 2 30

平 均 238

トの 1枚当 り （．上面だけ）の 平均 ダ ニ 数 は 238匹 で あっ

た．一
方．病 院 の マ

ッ トの 調査 で IX 　ダ ニ ば 平均 3匹

と少なカ・っ た ，

　押入〜1 の ダ ニ 数 は 表 3 に 示 し た． 1畳 当 り528−47匹
で あ り，平均 176匹 で あ っ た．

　 7． ソ フ ァ
ー一，イ ス の ダ ニ 数

　布製の ：ノ フ ァ
ー，布製 の イ ス と 合成 皮革 の ソ フ ァ

ー

に つ い て ダ ニ 灘を 調 べ た結果 は表 4 に 示 した．No ．1
は 2人撰 けの 布製 ソ フ ァ

ー
で ，ダ ニ が8104匹検出 され

た．No ．6は 食卓用 の 麻 の 40cm 四 万 の イ ス で ある が

7／6匹 の ダ ニ が 検出 され た．布製 の ソ フ ァ
ー
，イ ス の 平

均 ダ ニ 数は 2S26匹 と非常 に 多 か っ た．し か し，合成皮

革の ソ フ ァ
ーは ダ ニ が10匹 以下 と少な か っ た．

　8．ぬ い ぐ る み ，人形の ダ ニ 数

　ぬ い ぐる み，布製 の 人形 の ダ ニ 数は，電気掃除機 で

2 分間吸引 し た もの で
， そ の 結果 は 表 5 に 示 し た．最

高は N   ．1の 手垢 で 汚れ た パ ン ダ の 指 人形 か ら685匹
の ダ ニ が検出 さ れ，生ダ ニ が48％ で あ っ た ．あま り使

表 4　 ソ フ ァ
ー・イ ス の ダ ニ数

No ， ソ フ ア
ー・イ ス （年数） 材　質 ダ ニ 数

1
　
　

2
　　
3
　　
4
　　
5
　　
6
　　
7

ソ　フ　ァ
ー　　　　　　　　（　3年）

ソ フ ア
ー
　　 （2年掴

；；；： ll制
ソ フ ァ

ー
　 　 　 （4年） i

　 　 　 　 　 　 　 　 …
食卓用 イ ス 　　　（ 1年） i
ソ フ ァ

・・一
（加 く ・

付3年）
L

布

布

布

布

布

麻

布

81044298300922121378716

止46

甼 　　　均　　　　i 2826

t

蟶

L

12 ソ フ ァ
ー

ソ フ ア
ー

（10年）　 　台成 皮

（4年）　 台成 皮

？

0

　

1

均 9

一 一
表 5　 の い ぐる み ・人形の ダ ニ数

表 3　押入 れ とダ ニ 数

ダ‘数
建 築

No ，
（1畳 当 り）

様式 年数

1 528 木 7

2 260 コ ソ 生8

3 204 コ ソ 6
4 87 末 20

5 60 コ ン 8

6 48 木 7

7 47 木 上5

平均 176

No ， ぬ い ぐる み 人 形　　（年数） ダ ニ 数 生％

1 パ γ ダの 指人形　　　（3年） 鰤 48

2 ドナ ル ドダ ッ ク　　　（7 ヵ 月） 躅 47

3 ク マ と 自転 車　　　　（2年） 3D862
4 ト ラ　　　　　 （3年） 12848

5 パ ノ ダの 指人 形　　　（3年） 6824

6 人形 （布 ）　　　 （7 ヵ 月） 6636

7 人形 （布 ）　　　　 （1年） 45 忽

8ig

　 i
イ ヌ　 　　 　　 （2年）

ネ コ 　 　　 　　 （2年〉

23201718

門

平　 　　均 21437 ％

（2分間吸引）
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ソ 食 ぬ 　 カ じ フ マ 押 タ 板 プ ビ

フ 卓 　い 　　 IWO ト ツ 　入 　 タ 　 ラ ニ

ア イ 　 ぐ　 ぺ う ン ト　 れ 　 ミ 　 ス l
lス 　る 　 ツ た 　 　 　 　 　 　 チ ル

（布 ） み 　 　 5 ん 　　　　　　 　 ツ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ク

醫 7．家 屋 内 の ダニの 分布密度．

大谷武司 他

用 され て い な い No ．5−9の 人形，ぬ い ぐる み の ダ ニ 数

tx68−20匹 で あ っ た、こ れ ら の ぬ い ぐ る み，布 の 人形 の

平均 ダ ニ 数は 214mpで あ っ た．

　9．家屋 内の ダ ニ 分布密度 （／mt ）

　家屋内 の ダ ニ の 分布密度 をlmZ 当 りに 喚算 し検討 し

た結果 は ec　7　tc示 し た． こ の と きの ダ ニ の 採集 は ， ソ

フ ァ
ー

とぬ い ぐるみ は電気掃除機の ホ
ース の 口 か ら，

他 は 床用 ノ ズ ル で お こ な っ た も の で あ る．最高 は 布製

ソ フ ァ
ーの 2886匹 で あ り，つ ぎは ，ぬ い ぐるみ 1230匹，

カ
ーペ

ン ト300匹 ，
フ ト ソ ，マ ツ b149 匹，押 入 れ 124匹，

タ タ ミ 59匹，板 の 間 （プ ラ ス チ ソ ク ）19匹 の 順で あ っ

た ．

考　案

　小児気管支喘息 の 吸入 性ア レ ル ゲ ン と し て ， 家屋塵

li80 −90％に陽性を 示す．こ の 家屋塵 と ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ は

皮 膚 テ ス ト で きわ め て 高 い 柑 関 関係 が あ る こ と が

Voorhorst らに よ っ て 報 告 され た
2｝．そ の 後，宮本 ら が

ダ ニ の 抗原性 に つ い て Prausnitz−Ktistner（PK ）反応

や 抗原吸入誘発試験などで 確認 し S）4］
， 臨床的 に も重要

な関係 が あ る こ とを報告 した．

　実際 に 喘息児の 家屋 に は ダ ニ が多くη
， しか も，喘息

児 の うち ダ ニ ア レ ル ギ ーの あ る患児 の 家屋 に ダ ニ が多

い との 報告が ある
S｝．し た が っ て

， 喘 息児の 抗原感作や

459

喘息発作の 誘発に ダ ニ が重要な 役割を し て い る と考え

られ て い る．し か も，ダ ニ の 大量培養
9｝か ら 抽出液が精

製 され，喘息児 の 特異的減感作療法な どに も応用 され

て い る．

　 こ の ダ ニ の うち 室 内塵に 最 も相 関 が高 い の は，D ．f

と D．p とい われ る
3｝‘ ），本邦で は，　D ．p の 優占する家屋

が 圧倒的 に 多い と い う大島ら の 報告 （1972）が あ る
1°｝．

しか し，筆者 らの 2 家屋の 調査で は
， D．p の 第 1優占家

屋 は 55％，D ．fの 第 1優占家屋 ｝騒 0％ で あ り，D．p とD ．f

に 明 らか な優 占関係は み られず ， 高岡 らの 報告 と
一致

し て い た
5｝．こ れ は 近年，家屋 の 建築様式も コ ソ ク リ

ー

トが増加 し ， 洋間や カ
ーペ

ッ トな ども増 し，家庭内環

境の 変化 に ともな っ て ダ ニ 相 も変 っ て きた もの と思わ

れ る．

　家屋 に つ い て は ，古 い 家屋 に ダ ニ が多い との 報告が

あ る
エ o −13 〕．筆者らの 調査 で も，築 11年以上 の 占い 家屋

に ダ ニ が 多 く， その うえ，最 もダ ニ が多か っ た の は 築

50年以上 も古 い 家屋 で あ っ た．こ の こ と は ， 古 い 家屋

は カ
ーペ ッ トや 家具 な ど も古 く 汚 れ て い る こ と が多

く，こ れが ダ ニ の 繁殖 の 原因で は な い か と思 われた ．

　床材 と ダ ニ に つ い て は 、カ
ーベ

ッ ト （じ ゅ うた ん）

に は ダ ニ が多く
iLi12S1 ｛）， カ

ーベ
ッ トは 何 回 も吸引 して

もダ ニ があま り減 らな い とい う
it ）12 ）．筆者 ら の 調査で

も， カ
ーペ

ッ トの あ る 家屋 の 塵に は無 い 家屋の 3倍 以

上 も ダ ニ が 多 か っ た ，そ し て，床材別 の 検討 で も，カ
ー

ベ
ッ トは 1覺当 りダ ニ 数は約42e匹 と多 く、タ タ ミ の

3．2倍，板 の 間 （プ ラ ス チ ッ ク ）の 15倍 で あ っ た．カ
ー

ベ
ッ トで と くに ダ ニ が 多 か っ た の は，材質が純毛か 混

紡で ， 敷か れ た 部屋 の 日当り も悪 い こ と が 共通 し て い

た．

　 タ タ ミ は ，日本の 家屋と くに 和室 と 切 り離す こ と は

で ぎない が，ダ ニ 数 は 1畳当 り118匹 と比較的少な く，

カ ーベ
ヅ ト よ りは ダ ニ が生息しず ら い と い え る．し か

し， 1軒 で は あ る が 日当りの 悪い コ ン ク リ
ー

ト家屋 の

タ タ ミに コ ナ ダ ニ の 大量発生 が あ り，
こ の ダ ニ も ヒ ョ

ウ ヒ ダ ニ と共通の 抗源性 があるとい わ れ て い る の で 注

意が必要である．

　 板の 間 ，
プ ラ ス チ ッ ク ，ビ ニ ール な どは 非常に ダ ニ

が少 ない とい われ て お り
i2 ）

， 筆者 らの 結果 も同様 で

あっ た． こ れ は，板 の 問 （プ ラ ス チ ッ ク， ビ ニ ール ）

は 塵 の 量 が カ
ーベ

ッ トの 約1／15と少な く，そ の た め に

ダ ニ の 餌 と な る もの も少 tzい た め に 繁殖 しずらい の で

あ ろ うt

　 つ ぎに，寝具 と くに マ ッ ト レ ス に ダ ニ が多い と の 報
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460 喘 息 児の 家庭 内環 婆 と ダ ニ

告が あ る
）111fi）17 ｝

．寝具は患児が 1 目 の うち 8 時間以 L

も接触す る の で．その 管理 が と くに 重要 とい え る．本

邦で は ，寝具 は フ トア が お もに 使場 さ れ，フ 1・ア を L

ま う押 入 れも問題 とな る．な ぜ な ら．ダ ：一の 繁殖 に は

湿度60％以 上 と適切な餌 が 必要 とい われ る が“ s］，小 児

は ・
晩 で 100−300ml の 発汗 が あ り，：7 トア は そ の 水分

を吸収す る こ と に な る．また，フ ト ン は ダ ニ の 餌 と な

る 塊 ，
ア ケ，カ ビ な どに 富み 絶好 の 繁殖 巣 とな る と い

う報告 もあ る
6）ls）．実際，筆者らの 調査 で も．7 ト ン の

片面 で 平均 240匹 の ダ ニ が採集され ，虫卵 や幼虫 もみ ら

れ た こ とは ，フ b ソ も繁殖 巣 に な っ て い る と考 え られ

る． こ の こ と か ら，フ ト ン の 管埋 の 検討が今後の 課題

で あ ろ う，

　 最近 の 家庭 で 多く用 い られ て 1．　t る布製 の ソ フ ァ
ー

の

調査で ，鷲異的 な 数 の ダ ニ が 検出 され， し か も，生 タ

ニ が多 くみ られ，多数 の ダ ニ が繁殖し て い る こ とが 証

明 され た．日常・室活で 使用 さ れ る布製 の 綿の λ っ た ソ

フ ァ
ー

， イ ス な どは、本邦 で は 気候 が多湿の う乏 に 家

屋 も狭 く，人体 に 接触 し手垢 や 湿気 が つ ぎ，格好 の ダ

ニ の 繁殖巣 に な る もの と考え る．

　 ぬ い ぐる み ，右の 人形 な どの 調査 で 多数 の ダ ニ が 検

出された が，な か で も，患 児が 低年齢 で 硬用頻度が高

く汚れ の み られ る もの に ダ ニ が 多 か っ た．こ の こ とか

ら，喘息児の 好発年齢 の乳幼児がぬ い く
’
る み を寝 る と

ぎに抱い た り，一日中抱 い て 遊 ん だ りす る こ と は，ダ

ニ 抗原 の暴露や 吸 入 に つ な が る と考 え られ る．

　病院 に つ い て は ，マ
ッ トな どの リ ネ γ 類 の 管理が よ

く，床 もタ イ ル や プ ラ ス チ ッ ク などが 多 い の で ， ダ ニ

は 少 な い と い う報告 が あ る
6蘭 2ω ．実際 ， 筆 者らの 調査

結 果で も，病院 ば 喘息児 の 家屋 に 比 べ 床や 寝具 も約 1／
’

lO  と ダ ニ が少な か っ た，こ の こ と は ，喘息発作が 毎晩

お こ る患児 を入 院 させ る だ け で よ くな る こ と の 説明

に ，従来 parentectomy の 効 果 と い わ れ て きた が ，ダ ニ

抗原の 暴露が きわ め て 少な くな る こ と も関係 が あ る と

考 え る．

　家庭 内の ダ ニ の 環境整備 と その 喘 息発作 へ の 効果 に

つ い て は ，ダニの 除去 が 不 十 分 な報告 で は あ まり効果

が な い とい うが2n ，家庭 内 とくに寝室 と寝具の 整備を

徹底 して お こ な うと，喘息発作 が滅少し ， 肺機能検査

の 悪化も少 な くな る と い う報告がある
22）．しか も，ダ ニ

の 少な い 病院 に 入院す るだ け で 喘息発作が軽快す る こ

となどか ら，家庭内の ダ ニ の 環境整備が，瑞息発作 の

防止 だ け で な く，ダ ＝ 抗原陽性喘息児 の 発症予防に も

効果が期待 で きる もの と思わ れ る，

結　語

　小児気管支喘 息児の 家屋 に つ い て
， 家屋塵，床材，

寝具・家具 などの 家庭内環箋と ダ ニの 分布に つ い て 調

査 し，以下 の 結果 をえ た ．

　1）ダ ・は，家屋塵 （床塵）。・59 当 り平均 393匹 が 検
出 さ 2t　t： ．ダ ニ 相 は ，ヒ ・ ウ ヒ ダ ニ 属力移 く， ヤ ケ ヒ ．

ウ ヒ ダ ニ 〈t），p）が 38％， コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ （D．f）が 28％
で あ i

）　．こ の 2種 で 68％を占め た ．

　2）家屋 で は ．カ ーベ ン トの 有 る家屋，築11年以 上 の

古 1・・家屋 をこ ダ ニ カ〜多力 、っノこ　（戸く O．05）．

　3）床材 に つ い て は ，1畳当 りの ダ ニ 数は ，ヵ 一ペ
ッ

トは 414匹 と 多 く，タ タ ミは 玉31匹 ，板 の 間（プ ラ ス チ ッ

ク ） は 27匹 で あ ・
っ た．

　4）寝具 〔フ ト γ ，マ ッ ト レ ス ）は ， 1枚当 り （上面）

乎均 238匹 で あ り，押 人 れ は 1 畳 当 り260匹 で あ っ た．

　5）布製 の ソ フ 7 一
か ら は ，1醒 当 り平均 2826匹 とき

わ め て 多数の ダ ニ が 検出 され た，ぬ い ぐる み は 1個当

り平 均214匹 で あ っ た．

　6）病院 は，床，寝具 とも ダ ニ は きわ め て 少 な か っ た ．

　1＃上 よ り，喘息児の 家屋 で ダ ニが 多 く問題 と な るの

は，床材 で は カ
ーペ

ッ ト，家具 で は布製の ソ フ ァ
ー，

玩具で は ぬ い ぐるみ な どで あ り， これ ら の 家庭内 か ら

の 徹去 が 望 ま れ る，ま た，フ ト ン ， マ
ヅ トな どの 寝具

や 押 入 れ に も ダ ニ が 多く，そ の 管理 が 今後 の 課題で あ

ろ う．

　お わ りに ，ダ ニ の 分離方法 と 同定 に つ い て 御指導い た だ

きま した 東 京女子医科大学寄生虫学教室，松 本克彦 博 土 に

深謝 い た し ます．

　本 論 文 の 要 旨 は，第 18回 小児 ア レ ル ギ ー研 究 会 に て 発表

した ．
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                   DISTRIBUTION  OF  HOUSE･DUST  MITES  IN THE  HOUSES

                             OF  ASTHMATIC  CHIDREN  IN  JAPAN

                                 Take$hiOtaniandNaokeKinugawa

               DL\m rimtint of Pcadiatn'as, Tok.vo Metivpalftan hatenta; and  Ch itd Heatth Instilitte

                                   Yoii Iikura and  Fusako  Hoshl

                           Dcpmrt,nentoft4Ue,gy.llNktionaSChildren'slibsPitai

   
We

 studied  the distributien of  heuse-dust mites  in the house of children  wlth  mite  sensitive  asthma,  in respect  of

the age  ef houses, fi oor  types. types  of  furnishings, beddings ancl  toys.

   D  The average  number  of  mites  found per O.5g dust was  393, D  Pteren.vssinus and  D, farinae were  dom{nant
accounting  fer 66%.

   2) The  mite  density was  sign{ficantly higher in old  hollses than  new  ones  and  also  in carpeted  houses than noR-
carpetedones,

   
3>

 
Significantly

 mere  mites  were  co]leeted  from carpeted  fioors than  tatami or wooden  floors. The averttge

number  ofmites  per mt  were  as  follows; carpeted  floor 300, tatami 94, -'ooden  fioor 17,

   4) A  greater concentration  of  mites  was  found in thedust from stuffed  furnishings and  stuffed tevs.

   5) Theaverage  numberof  mites  was  found 238 for ene  side of futqn and  mats.

   These findings suggest  that it is advisable  to remove  carpel, stuffed  iurnishiRgs and  stuffed  toys  anci  also  im-
portant  to keep  futon and  mats  ctean  in controlLing  lhe number  of mites.


